
     保健・安全だより 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和５年度後期怪我等の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和５年度 感染症状況】（９月～３月） 

 

 

 

 

 

 

疾病名 人 数 疾病名 人 数 

コロナ ３ 手足口病 １３ 

インフルエンザ ２６ ヘルパンギーナ １ 

溶連菌感染症 ９ R Sウイルス １ 

アデノウイルス １ 胃腸炎（胃腸炎） ８ 

令和６年３月１５日 

星 ヶ 丘 二 葉 園 

  

① １歳児女子 階段を上っている途中、上がりきる手前で急にしゃがみこみ立ちあがらせ                 

（10月） ようとした時に右ひじを指さして痛みを訴えた.（肘内障） 

       ― 島田整形クリニック受診 肘内障の処置を行う ― 

② ５歳児男子 縄跳び（二人跳び）の際、相手のこの頭と歯がぶつかり出血する 

(10 月)   ― クローバー歯科クリニック受信 レントゲンを映し様子を見る ― 

③ １歳児女子 誘導ロープにつかまって園外保育中展示ブロックにつまずき転倒、口を強打 

(11 月)  し出血が見られた. 

― ふるかわ歯科クリニック受診 消毒をして様子を見る ― 

④ ４歳児男子 室内で走っていてすべり机の角に前歯をぶつける 

（12月）  ―古川歯科クリニック受診 レントゲンを撮って様子を見るー 

 

・以上の事例について職員全体で事故防止の検討をした結果下記のようになりました。 

① 一番上のところだったため、危険を感じ手を摑まえたが、園児の体が傾きひじに荷重がか

かってしまった.色々な事に挑戦したい年齢の子どもたちなので、四つん這いになって上

がる事やしっかりと手を繋いで上ることを伝えていきたい. 

② 歩行のスピード等に合わせ、誘導ロープのつなぐ順番を変えたり保育者と手を繋ぐなどし

ていきたい.また、点字ブロックの上は、バランスを崩しやすいので、可能な限り上を通

らないようにする. 

③ 今回は、静かに本を読んでいる後だったが、過去の状況を考え、保護者に連絡し受診した

が、子どもの様子をよく観察しいつもと違う時には、受診するようにする。 

④ 室内を走っている子には、声をかけるようにする。また、子ども達の同線を考え、集中し

て遊べるような室内の設定を行うようにした 

 

 

３月に入り、ぽかぽかと春を感じる陽気や、凍えるような雪の日等、寒暖差が激しくなり体

調を崩してしまうお子さんも多くみられました.あと半月で新しいクラスになる在園児のお友

達、そして、小学校へ旅立つかなりやさん.元気いっぱい遊んで、楽しい思い出いっぱい作っ

てほしいですね.保護者の皆様には、ここには載らないけが等でご心配をおかけしたことがあ

った事と思います.私たちも日頃から、けがのないように気を付けて保育していますが、残念

ながらなかなかなくなることがありません.これからも安全に気をつけながらもけがをしにく

い体作りを目指していきたいと思います。今後ともご協力よろしくお願いします。 



 

 
先日小学校で「大豆を詰まらせ窒息」のニュースが流れていました.私たちが

思っている以上に身近なものでのどを詰まらせることがあります.「もしも」があ

っては困りますが、一度目を通していただけたらと思います. 


